
 

（別紙３） 

令和３年度 指定管理者業務実績シート 

 

                                                             作成年月日 令和４年（２０２２年）６月２２日 

 

部 

 

 

 観光部 

 

 

課 

 

 

 観光企画課 

 

 

 

施設名・所在地 

 

 函館市旧イギリス領事館（開港記念館） （函館市元町３３番１４号） 

 

設置条例 

 

 函館市旧イギリス領事館（開港記念館）条例 

 

指定管理者名 

 

 (一社)函館国際観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会 

 

指定期間 

 

令和３年 4 月 1 日～令和５年 3 月 31 日 

 

指定管理者の特別

な要件 

 

 

 

 

 選定 

 区分 

 

  公 募 

  非公募 

 

設置目的 

 

 

 歴史的建造物を保存，活用して，箱館開港の歴史を広く市民および観光客に伝えるとともに，

その利用に供し，もって本市の文化の向上と観光の振興に資するため。 

 

設置年月 

 

平成４年８月１日  

 

建設費 

 

 

 

構造規模等 

耐用年数 

 

 

 

構  造 レンガ造２階建て瓦葺き 

規  模 展示室（５），資料室，開港記念ホール，研修室（２），ティールーム，ショップ， 

     様式庭園，その他 

延床面積 ９６５．３５㎡ 

 

開館時間 

休館日等 

 

 

開館時間 午前９:００～午後７:００（４月１日～１０月３１日） 

     午前９:００～午後５:００（１１月１日～３月３１日） 

休 館 日 １２月３１日・１月１日 

 

料金体系 

 

 

 

 

 

 

〇展示室  （一般）３００円 団体２４０円 （児童・生徒）１５０円 団体１２０円 

〇研修室１ （基本）２時間まで３，０００円 （超過）１時間ごと１，０００円 

〇研修室２ （基本）２時間まで１，８００円 （超過）１時間ごと  ６００円 

 ・減免 市内学校在籍および市内居住の児童，生徒については展示室無料 

     その他，障がい者および高齢者等に対し減免あり 

※利用料金制の採用 ■有 ・ □無 

 

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況 

 

(1)管理業務  ・旧イギリス領事館の入館者に関すること 

        ・旧イギリス領事館の維持管理に関すること 

        ・その他市長が定める業務 

(2)委託事業  ・喫茶店・売店事業 

(3)自主事業  ・有料入館者へのオリジナルポストカードプレゼント 

        ・各種会員カード，パス等の提示でポストカードのプレゼント 

         

 

 

 

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績 

   サービス向上として，親切丁寧な対応，案内はもとより，イベントの開催など市民参加の催しを実施し，利用促 

進に努めている。（令和３年度は新型コロナウイルス感染症対策のためイベントは中止） 

  また，利用者ニーズを的確に捉えることが必要であるから，観光アンケート調査の実施をしており，その中で施 

 設のサービス，マナーなど気の付かれたことを記入していただき，指摘等があった場合，その改善に努めている。 

 

 

 



 

３ 市民ニーズの把握の実施状況 

  ・館内にアンケートコーナーを設置し，通年で利用者アンケートを実施している。寄せられた要望について積極的 

  に対応し，施設の魅力および利便性の向上に努めている。 

４ 施設の利用状況（利用者数，稼働率など） 

  ・令和３年度の月別利用者数                                                        （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

 

 合計   

 

 

 

 

 

 

利用者数 

 

1,819 

 

2,752 

 

1,738 

 

4,554 

 

4,136 

 

2,552 

 

7,098 

 

7,330 

 

3,640 

 

1,625 

 

1,400 

 

3,268 

 

41,912 

 

 ・年度別利用者数                                                              (単位：人) 

                                      ← 指定期間 → 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 

 

平成３０年度 

 

令和元年度 

 

令和２年度 

 

令和３年度 

 

 

 

 

 

 

利用者数 

 

６５，５３１ 

 

５９，９２６ 

 

５２，８８９ 

 

２５，３７５ 

 

４１，９１２ 

 

５ 指定管理者の収支状況 

（単位：千円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 

 

令和元年度 

 

令和２年度 

 

令和３年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
収入 
 

 

 

 

 

 

 
入館料 

 
１１，７８９ 

 
１１，６８６ 

 
５，０５０ 

 
７，７９４ 

 
売上金 

 
３６，６８６ 

 
３５，４１４ 

 
９，０８１ 

 
１２，７３７ 

 
その他収入 

 
１８６ 

 
３０８ 

 
８，７１９ 

 
２，１０６ 

 
計 

 
４８，６６１ 

 
４７，４０８ 

 
２２，８５０ 

 
２２，６３７ 

 
支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仕入費 

 
２９，５５９ 

 
２９，５９３ 

 
９，９０３ 

 
９，９７９ 

 
人件費 

 
１０，２０４ 

 
９，７７０ 

 
５，５９４ 

 
６，４８６ 

 
光熱費 

 
２，１７９ 

 
２，０２８ 

 
１，６５２ 

 
１，８０６ 

 
印刷製本費 

 
- 

 
- 

 
- 

 
- 

 
清掃・警備業務費 

 
２，０５０ 

 

 
２，０１１ 

 

 
１，１９３ 

 

 
７５１ 

 

 
庭園管理費 

 
９４２ 

 
７９６ 

 
７２０ 

 
６７７ 

 
展示管理費 

 
３６０ 

 
１９９ 

 
２６７ 

 
１７４ 

 
宣伝広告費 

 
１，０７９ 

 
８４２ 

 
０ 

 
８６４ 

 
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ手数料 

 
５９ 

 
１００ 

 

 
４ 

 
７ 

 
行政財産使用料 

 
３１１ 

 
３１７ 

 
３２４ 

 
２９９ 

 
諸経費 

 
１，０１２ 

 
１，００９ 

 
１，２７６ 

 
９８３ 

 
租税公課費 

 
４７０ 

 
４３２ 

 
２８３ 

 
５５ 

 
計 

 
４８，２２５ 

 
４７，０９７ 

 
２１，２１６ 

 
２２，０８１ 

当該施設の利用者一人当 

たり税金投入コスト 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

 

 



 

６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況 

    毎月，利用者数等の報告を受けるとともに，職員が当該施設へ出向き，施設の状況を確認し，指定管理者との 

 ヒアリングを実施している。 

 

 

 

７ 指定管理者に対する評価 

①  指定管理者の自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

 

評価 

 

評価の内容 

 

課題と今後の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の履行

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定期清掃のほか，特別清掃を実施。 

 

 自主事業である参加型イベント

は，コロナウイルス感染拡大の予防

により中止になっておりますが，今

後も引き続き利用者に親しまれる

施設作りに取り組みたい。また，職

員の施設講習等を行い，適切かつ安

定的な管理運営のもと業務履行に

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスの

質の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入館者アンケートを実施。 

・英語，繁体，簡体字パンフレットを作成。 

 

 ウェブ等を用いた継続的な情報

発信，企画イベントの開催により，

施設としての周知に努め観光客お

よび市民の更なる利用促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体の経営

状況 

 

 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

 

・指定管理業務における事業収支は適正であり，

経費の効率的な執行を行った。 

 

 今後も継続して安定的なサービ

スの提供に努める。               

 

 

 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

   



 

   

 

②  市の指定管理者に対する実績評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

 

評価 

 

評価の内容 

 

課題と今後の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の履行 

状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・共通入館券や各割引等に適切に対応し，適正

な収納管理が行われている。 

・定期的に施設の巡回点検を行い，維持補修や

情報共有に努めており，また，定期清掃に加

えて従業員による特別清掃を実施し，仕様書

等に定める水準以上の保守管理が行われてい

る。 

・事故発生時には，必要な措置を講じ，速やか 

 に市へ報告等，迅速な対応が行われている。 

・新型コロナウイルス感染症による利用者減少

が続く中，支出削減に努めている。 

 

 令和２年度に比べて来館者数が

増加傾向にあるが，新型コロナウイ

ルス感染症の影響は今もなお受け

ており，イベントも中止となった

が，経費削減等により収支の均衡を

保った。今後も適正な施設管理，運

営に努められたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスの

質の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人情報を適切に管理がされている。 

・利用者の声が反映される管理が行われている。 

・苦情，要望に対し職員同士で共有しているほ

か，記録として蓄積し，迅速かつ適切な対応

が行われているとともに，従業員の資質向上

に努めている。 

・ホームページ，多言語対応されたパンフレッ

トを用いて利用者への情報提供が十分になさ

れている。 

 

 

 

 ウェブ等を用いた継続的な情報

発信，企画イベントの開催による施

設としての周知や，観光客および市

民の更なる利用促進に努められた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

団体の経営

状況 

 

 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

 

・指定管理業務における事業収支は適正であり，

経営状況に問題はない。 

 

 

 引き続き，健全な経営状況および

安定的なサービスの提供に努めら

れたい。                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」 
 Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。 
 Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。 
 Ｃ 協定書を遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。 
 Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。 
 
◎「団体の経営状況」 
 A 事業収支，経営状況に問題はない。 
 B 事業収支，経営状況の今後に注意を要する。 
 C 事業収支，経営状況に早急な改善を要する。 


